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令和６年３月新見市議会定例会 

 

市 長 施 政 方 針 

 

１ はじめに 

新見市議会３月定例会の開会にあたり、今後の市政に臨む私の所信の一端を申

し述べさせていただき、議員各位及び市民の皆様のご理解と、より一層のご協力

をお願い申し上げるものであります。 

令和２年１２月に市長に就任してから３年余りが経過いたしました。この間、

新型コロナウイルスの感染拡大や世界的な物価高騰など、社会情勢は大きく変化

し、これまでどおりのやり方が通用しない困難な時代に直面しています。 

このような中、私が就任当初からまず取り組んだのが、新型コロナウイルス感

染症への対応であります。市民や医療従事者の協力のもと、ワクチン接種を迅速

に進めたことで、県内でもトップクラスの接種率を達成いたしました。このほか、

ＰＣＲ検査費用に対する助成など着実な感染防止対策を実施するとともに、コロ

ナ禍で落ち込んだ市内経済を下支えするため、プレミアムにーみん食ーぽんの配

布や市内事業者への支援金支給などの支援を行いました。 

災害からの早期復旧や被害を未然に防止する対策にも力を注いでまいりました。

特に度重なる豪雨災害を受け、防災・減災の基盤整備の重要性がこれまで以上に

増していることから、道路の防災対策や河川改修などに取り組むとともに、市街

地の雨水・浸水対策も着実に進めており、令和６年度には完了する予定でありま

す。今後も市民生活の安全安心のため、災害に強いまちづくりを行ってまいりま

す。 

令和３年９月のデジタル庁発足に象徴されるように、社会のデジタル化がここ

数年で急速に進んでおります。本市におきましても様々な分野でＤＸに取り組ん

でまいりました。 

教育分野では、電子黒板やタブレット端末を活用するとともにＩＣＴ支援員を

配置するなど、全国に先駆けて平成２２年度からＩＣＴ教育を取り入れており、

コロナ禍においても双方向の授業を円滑に実施できました。令和４年度からは、

地元企業と連携し、ドローンを活用した新たなプログラミング教育を導入し、県

内初の取組として注目を集めているところであります。 

農林業分野では、スマート農業の取組を支援するなど、ＩＣＴ技術を活用した

農業の効率化や高品質化に取り組んでまいりました。今後は、令和５年度に構築
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した「新見市森林管理用ＧＩＳシステム」を活用し、森林境界の明確化や適切な

経営管理に取り組むこととしております。 

商工業分野では、ＪＲ西日本と連携した全国初の取組である、新見市オリジナ

ルＩＣＯＣＡを導入し、市内加盟店でのみ利用可能なポイントを付与することに

より、地域内における経済循環の仕組みを実現いたしました。 

  国を挙げた取組であるカーボンニュートラル、脱炭素につきましては、本市に

おいても、令和４年度にゼロカーボンシティ宣言を行い、令和５年３月には、脱

炭素やＳＤＧｓの視点を取り入れた新しい環境基本計画を策定いたしました。 

また、家庭での太陽光発電や蓄電設備、電気自動車の購入や省エネ家電の買い

替えを支援したほか、市内公共施設においてＰＰＡ事業を実施するなど、脱炭素

社会の実現に向けて取り組んでおります。 

このように、感染症や災害から市民の生命や財産を守るとともに、社会情勢の

変化にも的確に対応してまいりました。同じく最重要課題としてきたのが人口減

少対策であります。私は、市長就任時から、人口減少を抑制するために「ヒト・

モノ・カネ」の流れを変える必要性を訴えてまいりました。 

まず「ヒト」につきましては、定住促進と移住促進の両面から施策を展開する

とともに、若い世代が結婚、子育てをしやすい環境づくりを進めてまいりました。 

感染症拡大に伴う地方移住の機運の高まりも捉えながら、令和３年４月に定住

促進室を新設し、さらに令和４年度には移住・定住推進課といたしました。本市

への移住を考えられている方などへの相談対応や支援を行うとともに、空き家の

活用支援の拡充やサテライトオフィス誘致など、人口減少対策としての移住・定

住の推進に加えて、関係人口の増加にも取り組んでおります。 

また、子育て支援につきましては、まずは出生祝金を令和３年度に一人当たり

一律１０万円に増額し、令和４年度からは国の施策である「出産・子育て応援給

付金」１０万円と合わせ、２０万円を支給しております。さらには、令和５年４

月に哲多認定こども園を開園したほか、物価高騰対策として子ども応援にーみん

ポイントの付与も実施いたしました。 

次に「モノ」につきましては、安心で快適な生活のために、都市機能の充実や

サービスを将来にわたって確保する施策を実施してまいりました。 

「本市の玄関口として、にぎわい・交流の創出及び子育てを支える都市環境づ

くり」を目指す新見駅周辺のまちづくりでは、令和４年９月に基本構想を策定し、

令和５年度には、その実現に向け、未来ビジョンの策定や基本構想に記載の様々

な活動を行う官民一体組織である「新見駅周辺みらいプロジェクト」が発足しま
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した。 

また、地域に適した持続可能な交通ネットワークを構築するため、地域公共交

通計画を令和５年３月に策定するとともに、新たな交通手段として予約型乗合タ

クシーを導入することとし、実証運行を経て本格運行のエリアを順次拡大してい

るところであります。 

さらに、市街地循環バス「ら・くるっと」の利便性向上のため、市民に広く普

及している新見市オリジナルＩＣＯＣＡをはじめとする交通系ＩＣカードが利用

できる環境を整備いたしました。鉄道につきましては、ＪＲ伯備線、芸備線、姫

新線を将来にわたって維持していくため、官民連携により、利用助成や啓発活動

など各種利用促進策に取り組んでおります。 

最後に「カネ」につきましては、稼げる地場産業の実現に向けて、あらゆる産

業分野の成長に取り組んでまいりました。 

農畜産業分野では、新規就農や規模拡大を目指す農業者の支援につなげるため、

豊永営農団地を拡張したほか、本市が誇る特産品である千屋牛につきましても、

畜産業者への各種補助金の大幅な拡充や優良雄牛の精液等の配布により、品質向

上と生産拡大を図りました。 

そのほか、市内事業所の担い手確保につきましては、ＷＥＢ版の企業ガイド「ニ

イミノシゴト」を作成し、市内企業をＰＲしたほか、物価高騰対策として各種事

業者を支援いたしました。 

こうした様々な施策により、令和４年度における本市人口の社会増減数の目標

値を達成するなど、確実に成果が現れているものと考えております。 

 

２ 令和６年度重点的に取り組む施策 

人口減少対策は最重要課題であり、今後も強力に推進していく必要があります。

中でも急速に進行する少子化への対応は喫緊の課題であります。本市ではこれま

でも不妊治療への助成や１８歳までの子ども医療費の無償化など、手厚い支援を

行うとともに、令和５年８月から「こどもファスト・トラック」の導入、１１月

には「こどもまんなか応援サポーター宣言」を行うなど、子育てしやすい環境づ

くりを進めているところであります。令和６年度においては、小中学校の学校給

食費を実質無償化する助成制度の新設や保育所等への入所要件を緩和するなどの

新見市版「こども誰でも通園制度」に取り組むことで、さらに子育て世代に優し

く、子どもたちが健やかで幸せに成長できるまちづくりを目指してまいります。 

また、市内産業の担い手確保にもこれまで以上に注力していく必要があります。
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人手不足があらゆる職種で全国的な問題となる中、運送業や建設業などにおいて

時間外労働に規制が設けられる、いわゆる２０２４年問題が人手不足に拍車をか

けることが懸念されます。また、本市においては、医療・介護の担い手不足が深

刻な課題となっております。そのような中で、これまで以上に、若者などの担い

手確保に取り組む必要があることから、市内事業所に就職した新卒者に最大で１

１０万円を支給するなど、これまでの対策とは一線を画した大胆な施策を実施い

たします。 

人口減少をはじめとする諸課題に迅速かつ的確に対応し、市長就任１期目の総

仕上げとするべく、令和６年度においては次の３本の柱を立て、市政を展開いた

します。一つ目の柱は「移住・定住の推進」、二つ目の柱は「稼げる地場産業の振

興」、三つ目の柱は「市民生活の安全安心と持続的発展」であります。 

 

３ 令和６年度重点施策の内容 

（１）一つ目の柱：移住・定住の推進 

まず、「移住・定住の推進」であります。本市に住み続けたい人を一人でも多く

増やすため、子育て支援をはじめ、医療・福祉・教育施策などを充実させてまい

ります。 

子育て支援につきましては、保護者が負担する学校給食費相当分に対し、にー

みんポイントを付与し、実質的に無償化することで子育て世代を経済的に支援す

ることとしております。 

加えて、入所要件にかかわらず、全ての子どもが市内の公立保育所や認定こど

も園へ通園できる新見市版「こども誰でも通園制度」を導入し、子育てしやすい

環境を整えてまいります。 

さらには、産後の母子に対して心身のケアや育児のサポートを行う産後ケア入

院の対象期間を４か月から１年まで延長するとともに、利用できる医療機関等を

拡充するなど、育児支援体制の充実を図ってまいります。 

医療・介護分野につきましては、市民が地域で必要な医療・介護を受けられる

環境を維持していくため、関係機関と連携し医療・介護従事者の確保に努めてま

いります。 

看護師の確保につきましては、看護学生奨学支援金制度に加え、市内医療機関

に看護師として就職した方に対する定着奨励金制度を新たに創設いたします。 

介護人材の確保につきましては、訪問介護事業所等で働くために必要な「介護

職員初任者研修」を市内で開催するほか、市内介護事業所に就職した方に対する
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定着奨励金制度を新たに創設いたします。 

また、新見市心身障害者医療給付の対象に精神障害者手帳１級所持者を新たに

加え、医療費自己負担額の軽減を図ってまいります。 

教育分野につきましては、小中学校におきまして、「郷土を愛する心」、「確かな

学力」、「豊かな心」、「健やかな体」を柱に据え、プログラミング教育、論語教育

などを活用して、知・徳・体のバランスのとれた子どもの育成を目指した教育活

動を引き続き推進してまいります。 

また、大佐中学校区に導入することとしております小中一貫校につきましては、

施設一体型新校舎の建設に向けた基本設計・実施設計に取り組んでまいります。 

大学・高等学校の分野につきましては、新見公立大学の持続的な発展を目指し、

施設改修等、必要な整備を進めるとともに、高校魅力化推進事業として、高校の

指定する資格取得に係る検定料の助成を行うこととしております。 

さらに、新見高等学校の魅力向上を図るため、学校連携コーディネーターの配

置など、高校と小中学校、大学、地域等の連携を引き続き推進するとともに、新

たに部活動の支援や海外留学に対する助成を行ってまいります。 

市外から人を呼び込む移住支援策といたしましては、若者・子育て世代の人口

を増やすため、その世代の移住希望者を対象に、保育所等への体験入園を含む、

本市での生活を体験できるプログラムを実施してまいります。 

さらに、若年層を中心とした多拠点居住、転職なき移住など、多様なニーズに

対応するため、引き続きサテライトオフィスの誘致にも積極的に取り組んでまい

ります。 

このほか、新しく市街地を整備する金谷地区土地区画整理事業を着実に推進し、

若い世代の市内定住など、人口減少の抑制を図ってまいります。 

 

（２）二つ目の柱：稼げる地場産業の振興 

  次に「稼げる地場産業の振興」であります。先ほども申し上げたとおり、市内

産業の担い手確保に一層注力するとともに、デジタル技術を活用した生産性の向

上や市内経済の活性化等に引き続き取り組んでまいります。 

農業の分野につきましては、引き続き新規就農者の確保に積極的に取り組むほ

か、営農に必要な機械導入を支援し、新規就農者の経営発展を促進してまいりま

す。 

また、豊永営農団地の拡張により生産基盤の拡大を図るとともに、令和４年度

から令和５年度かけて整備した選果場の充実した機能を最大限に活かし、本市の
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特産品であるブドウ、トマト、リンドウの高品質化と安定出荷につなげ、稼げる

農業を推進してまいります。 

有害鳥獣による農作物への被害につきましては、引き続き「被害防除」と「捕

獲」の両輪で対策を講じることとしております。特にニホンザルによるブドウや

モモへの被害が増加していることから、複合柵の設置に必要な費用に対する助成

や、ＧＰＳによる位置データを活用した追い払い・捕獲など、効果的な対策を進

めてまいります。 

林業の分野につきましては、森林管理に必要な情報を一元管理できる「新見市

森林管理用ＧＩＳシステム」を令和５年度に整備いたしました。令和６年度から

は森林環境譲与税を活用し、森林境界の明確化を実施してまいります。今後、こ

れらの森林情報をもとに、効率的な森林整備を進めてまいります。 

あわせて、皆伐後の確実な再造林を促進するため、これまでの各種補助事業に

加えて、森林所有者に再造林に係る奨励金を支給する補助制度を新設し、持続可

能な林業経営の実現につなげてまいります。 

さらには、林業に必要な技術や知識の習得を支援する制度を新たに創設し、林

業就業者の確保・育成を図ってまいります。 

畜産業の分野につきましては、千屋牛の積極的な増頭を図るため、和牛改良事

業補助金などの生産者支援に加え、牛舎・堆肥舎等の施設整備や草地刈取用機械

等の導入を支援してまいります。 

さらには、自給飼料の生産拡大による畜産経営の安定化を図るため、粗飼料の

収穫、保管に必要な機械設備の導入を支援してまいります。 

本市の基幹産業である石灰産業をはじめとする鉱工業や商業・サービス業等に

つきましては、慢性的な人手不足が課題であります。このため、市内企業への関

心を高め市内就職へとつながるよう、市内高等学校において企業自らが魅力をＰ

Ｒする市内企業説明会を新たに実施するほか、市内企業に就職する新卒者に対す

る奨励金を増額することで、労働力の確保に努めてまいります。 

市内経済の活性化策といたしましては、新見市オリジナルＩＣＯＣＡによる地

域経済のさらなる好循環の実現を目指し、通常、キャッシュレス決済時に１％の

還元ポイントがあるところ、一定期間、高率の還元ポイントを付与するキャンペ

ーンを実施いたします。 

また、キャッシュレス決済端末を新規導入する事業者を支援することにより、

キャッシュレス化の推進とともに登録加盟店の増加を図るほか、「モバイルＩＣ

ＯＣＡ」への乗り換えができる環境を整えるなど、利便性向上に取り組んでまい
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ります。 

観光の分野につきましては、新型コロナウイルス感染症の「５類」移行による

観光需要の回復や、本年９月２８日から１１月２４日にかけて県北１２市町村で

開催される「森の芸術祭 晴れの国・岡山」に伴い、本市を訪れる観光客の増加

が見込まれております。 

この機会を好機と捉え、芸術祭の会場となる満奇洞に加え、市内の観光・文化

施設等にも訪問してもらうためのツアーを企画することで、観光消費の拡大、交

流人口の増加につなげてまいります。 

また、新見市文化財保存活用地域計画を令和６年度の完成に向けて策定を進め

ており、完成後はこれまで以上に市内の文化財を地域資源として有効活用してま

いります。 

ふるさと納税につきましては、公式サイトの充実を図るとともに、対面での広

報、ＳＮＳ等での情報発信に努めたことで、目標としておりました１億２千万円

を超えるご寄附をいただくことができました。引き続き、本市の魅力溢れる特産

品の認知拡大と返礼品の充実に努め、寄附金額の増加を目指してまいります。 

 

（３）三つ目の柱：市民生活の安全安心と持続的発展 

最後に「市民生活の安全安心と持続的発展」であります。市民の皆様が安心し

て生活できる環境づくりを進めるため、公共交通をはじめとする各種サービスを

維持・確保するとともに、近年の激甚化・頻発化する自然災害に対し、迅速かつ

的確に対応する必要があります。 

持続可能な交通体系の構築につきましては、乗合タクシーの運行エリアを計画

的に拡大することとしており、加えて、新たな予約システムの導入や交通系ＩＣ

カードの利用環境整備等により利便性の向上を図ってまいります。 

また、バス路線の再編や鉄道をはじめとする公共交通機関の利用促進に引き続

き取り組むこととしており、ＪＲ芸備線につきましては、現に利用されている地

域の皆様のことを最優先に考え、再構築協議会で議論してまいりたいと考えてお

ります。 

防災・減災につきましては、防災機能の強化を図るため、新たな防災拠点とな

る市役所本庁舎附属棟整備事業を進めており、令和５年度に基本・実施設計が完

了することから、令和６年度は建設工事に着手してまいります。 

本市が持続的に発展していくためには、中心市街地における「まちのにぎわい

創出」が重要な課題であります。 
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新見駅周辺のまちづくりにつきましては、この地域に関わる多くの人が、地域

の価値の維持・向上に向けて、将来のビジョンを描き、共有し、賛同を得ながら

育てていくという「地域主体のエリアマネジメント」の取組を進めてまいります。

引き続き「新見駅周辺みらいプロジェクト」のメンバーを中心に、にぎわい創出

に向けた様々なチャレンジを行いながら基本構想の実現を目指してまいります。 

脱炭素の取組も本市の持続的発展に不可欠であります。２０５０年までに温室

効果ガスの排出量を全体としてゼロにする、ゼロカーボンシティ宣言につきまし

ては、県内の市としては初めて２０３０年に繰り上げてカーボンニュートラルの

実現を目指すことといたしました。 

令和５年の記録的な猛暑による市内農作物への影響など、気候変動の影響が顕

在化している中、本市といたしましても、地球温暖化問題は危機的状況にあるこ

とを改めて強く認識しているところであります。 

引き続きＰＰＡ事業や家庭向けの脱炭素事業等を積極的に実施するなど、気候

変動を緩和させるための実効性ある対策をさらに推進してまいります。 

持続可能な地域づくりに向けた、小規模多機能自治の推進につきましては、こ

れまでに２１の地域運営組織が市内各地に設立され、それぞれが地域課題の解決

に取り組まれているところであります。引き続き地域運営組織の設立や運営を支

援するとともに、拠点施設などの活動環境の整備を進めてまいります。 

 

（４）シティプロモーションの推進 

以上の３本の柱に加えて、シティプロモーションにつきましても、令和５年度

事業の成果を活かし、引き続き強力に推進してまいります。 

まず、観光プロモーションといたしまして、全国的に知名度のあるタレントを

起用し、市内観光地をめぐるウェブページを令和５年度に作成いたしました。こ

の事業がターゲットとする活動的な女性を中心とした来訪を促すため、令和６年

度には「美容」をキーワードにした新たな観光コンテンツを企画いたします。 

また、令和５年度に、熱量の高いファンを集めたワークショップを開催いたし

ました。その結果を活用し、令和６年度は、ふるさと市民を対象に、本市ならで

はの体験や交流を企画し、これらのイベント等を通して、魅力を再発見していた

だくことで、愛着心の醸成を図り、さらなる関係人口の増加を目指してまいりま

す。 

 

４ おわりに 
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  以上、令和６年度の主要な施策について説明申し上げました。これらの各施策

の達成を通じて、「ヒト・モノ・カネ」の流れを変え、「第３次新見市総合計画」の

将来像に掲げた「人と地域が輝き 未来につながる 源流共生のまち・にいみ」の

実現を目指してまいります。 

最後に、幕末の長岡藩の武士として、山田方谷先生に教えを請い、様々な改革

を実行した、私の敬愛する河井継之助の言葉を紹介いたします。それは「民は国

の本、吏は民の雇」という言葉であります。人こそが国家の基本であるという意

味であり、幕末の武家社会において、民主主義的な価値観を持った河井継之助の

先見の明を示す言葉です。私も同様に、新見市のかけがえのない宝である市民の

皆様の信頼と期待に応えるべく、これからも全身全霊で職責を全うする所存であ

ります。 

市議会及び市民の皆様のより一層のご理解とご協力をお願い申し上げて、私の

施政方針といたします。 

 


